
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パルプ繊維及び填 を原紙の主体とし、該原紙の少なくとも片面に多価金属塩が０．１
～３ｇ／ｍ 2の範囲の塗布量で塗布され、坪量が６３～１００ｇ／ｍ 2の範囲であり、かつ
、内部結合強さが０．０５～０．２Ｎ・ｍの範囲である の表面に、
少なくとも顔料、水溶性有機溶媒、水、及び界面活性剤からなる、表面張力が２５～３７
ｍＮ／ｍの範囲である１色以上のインクを用いて印字することを特徴とするインクジェッ
ト記録方法。
【請求項２】
　 の両面に印字する
ことを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、 とインクとを用いたインクジェット記録方 関する
。
【０００２】
【従来の技術】
インクジェット記録方式はカラー化が容易であり、また、消費エネルギーが少なく、記録
時の騒音も低く、さらにプリンタの製造コストを低く抑えることができるという特徴を有
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することから、家庭用としてのみならず、オフィス向けにも注目されている。さらに、近
年では高画質化、高速化、高信頼化が進みつつあるため、オフィス向けインクジェットプ
リンターが一層注目されている。
【０００３】
上記インクジェットプリンターがオフィス等で使用される場合には、普通紙を用いて印刷
する機会が最も多く、オフィス向けインクジェットプリンターでは、普通紙に対する記録
適性を向上させることが極めて重要である。
【０００４】
従来のオフィス向けフルカラーインクジェットプリンターでは、黒文字画像との混色にじ
みを改善するため、黒インクは顔料を色材とした用紙（記録用紙）への浸透性の遅いイン
ク、カラーは染料を色材とした用紙への浸透性の速いインクを使用したものが主流である
。しかし、このようなインクを用いても前記黒文字画像の画質（黒画質）に影響する黒濃
度、文字の滲みは改善されるが、カラー画質の文字滲みを改善できるものはなかった。さ
らに、上記のようにカラーインクの用紙への浸透性を高めているため、記録密度の高い画
像を印字した場合には、印字直後の記録用紙のカール、波打ち発生が大きく、印字直後に
両面印字ができなかったり、放置乾燥後に発生するカール、波打ちが大きかったりすると
いった問題点があり、画質と記録用紙のカール、波打ち改善とを両立させることができな
かった。
【０００５】
普通紙を用いた場合の画質の問題点を改善するために、特開平７－２５７０１７号公報や
特開平８－２１６４９８号公報には、インク中の水溶性染料と反対のイオン性を有する物
質を用紙表面に塗布し、この用紙表面に上記水溶性染料を含有するインクを用いて記録す
ることで、インクの定着性、にじみ改善、耐水性、色再現性を高めた記録方法が開示され
ている。しかしながら、これらの記録方法では、画質向上はある程度図れるが、カラー文
字のにじみは十分に改善できず、画像密度の高い印字を行った場合の印字直後に発生する
カール、波打ち、放置乾燥後に発生するカール、波打ち改善については検討されていない
ため、オフィスで使用可能なドキュメントとして使用に耐えられない。
【０００６】
また、特開平１１－３４３４３５号公報には、電解質からなる淡色溶液を記録媒体（記録
用紙）に付着させた後、顔料を色材としたインクで記録することで高い光学濃度、画像定
着性を高めた記録方法が、特開２０００－９４８２５号公報には、用紙表面に解離性多価
金属塩を塗布し、顔料を色材としたインクで記録することで、くすみ、にじみ、耐水性を
高めた記録方法が各々開示されている。これらの記録方法では、画質向上を図ることがで
き、印字直後に発生するカール、波打ち、及び放置乾燥後に発生するカール、波打ちを改
善することはできるが、特に画像密度の高い印字を行った場合の、印字直後に発生するカ
ール、波打ち、及び放置乾燥後に発生するカール、波打ちの発生防止ついては十分でなく
、オフィスで使用可能なドキュメントとして使用に耐えられない。
【０００７】
一方、印字後のカール、波打ちを改善するために、例えば特開平３－３８３７５号公報に
は、抄造したシートを一度加湿し、紙の応力を緩和することでカール、波打ちを軽減する
方法が、特開平３－３８３７６号公報には、紙のＣＤ方向の水中伸度を規制して、カール
、波打ちを軽減する方法が、また、特開平３－１９９０８１号公報には、紙のＭＤ方向、
ＣＤ方向の水中伸度の比率を１．３倍以下にすることでカール、波打ちを軽減する方法が
、特開平７－２７６７８６号公報には、インク噴射部分の動作方向の水中伸度を２．０％
以下にすることでカール、波打ちを軽減する方法が、特許第３１７２２９８号公報には、
支持体（原紙）に含有される顔料の含有量を５～３５質量％の範囲とし、記録シート（記
録用紙）の内部結合強度さを１５０～４５５ｇ／ｃｍの範囲にすることでコートタイプイ
ンクジェット記録シートの波打ちを軽減する方法が各々提案されている。
【０００８】
上記特開平３－３８３７５号公報、特開平３－３８３７６号公報、特開平３－１９９０８
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１号公報、及び特開平７－２７６７８６号公報に示されたいずれの方法も、カール、波打
ちを低減させることができるが、用紙内部への浸透性が速いインクを用いインクの吐出量
が多い印字の場合や、印字速度が速く単位時間当たりに撃たれるインク量が多くなる印字
の場合には適さない。また、特許第３１７２２９８号公報に示された方法では、インク受
理層が設けられた記録用紙の内部結合強度を一定以内に収めることで、印字後のうねりを
軽減することを試みているが、内部結合強度を規定するだけではカールや波打ち、うねり
に対し十分な効果を得ることができず、特に用紙内部への浸透性が速いインクを用いてイ
ンクの吐出量が多い印字の場合や、印字速度が速く単位時間当たりに撃たれるインク量が
多くなる印字の場合には適さない。
【０００９】
また、放置乾燥後に発生するカール、波打ちを改善するため、特開平９－２３４９４６号
公報には、相対湿度を変化させた時の記録用紙のＭＤ方向とＣＤ方向との不可逆収縮率を
一定範囲内とすることで、放置乾燥後に発生するカール、波打ちを軽減する方法が提案さ
れている。しかし、記録用紙の坪量が低く、用紙内部への浸透性が速いインクを用い、イ
ンクの吐出量が多い印字の場合には、インクが用紙内部にまで浸透してしまい、全体とし
て乾燥後に収縮する繊維の絶対量が増えてしまうことから十分な効果が得られない。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明は、上記従来技術の問題点を解決することを目的とする。
　すなわち、本発明は、インクジェット記録方式によって印刷したドキュメントにおいて
、発色性を高くし、色間にじみや文字にじみを少なくし、かつ、印字直後に発生するカー
ル、波打ちを改善することにより両面印字適性を持たせ、さらに放置乾燥後に発生するカ
ール、波打ちをも改善することができるインクジェット記録方 提供を目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記課題は、以下の本発明により達成される。すなわち本発明は、
　パルプ繊維及び填 を原紙の主体とし、該原紙の少なくとも片面に多価金属塩が０．１
～３ｇ／ｍ 2の範囲の塗布量で塗布され、坪量が６３～１００ｇ／ｍ 2の範囲であり、かつ
、内部結合強さが０．０５～０．２Ｎ・ｍの範囲である の表面に、
少なくとも顔料、水溶性有機溶媒、水、及び界面活性剤からなる、表面張力が２５～３７
ｍＮ／ｍの範囲である１色以上のインクを用いて印字することを特徴とするインクジェッ
ト記録方法である。
【００１２】
上記インクジェット記録方法においては、前記インクが、アニオン性化合物を含むことが
好ましい。
【００１３】
また、上記アニオン性化合物は、親水性部と疎水性部とからなり、親水性官能基として、
カルボキシル基を含むことが好ましい。
【００１４】
さらに、上記親水性部を構成する単量体は、アクリル酸、メタクリル酸、、マレイン酸、
及び無水マレイン酸の中から選択される少なくとも１つであり、前記疎水性部を構成する
単量体が、スチレン、アクリル酸、及びメタアクリル酸のアルキル、アリール及びアルキ
ルアリールエステルの中から選択される少なくとも１つであることが好ましい。
【００１５】
前記多価金属塩は、カルシウム塩、マグネシウム塩、アルミニウム塩の中から選択される
少なくとも１つであることが好ましい。
【００１６】
　前記インクの粘度は、１．５～５．０ｍＰａ・ｓの範囲であることが好ましい。
【００１７】
本発明者らは、普通紙における画質と、印字直後に発生するカール、波打ち改善による両
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面印字適性と、さらに放置乾燥後に発生するカール、波打ちと、について鋭意検討した結
果、これら課題を両立するためには、表面に多価金属塩を塗布し、内部結合強さを低く抑
えたインクジェット普通紙（記録用紙）に、表面張力が２５～３７ｍＮ／ｍの範囲の顔料
を色材とするインクを用いて印字する必要があり、これにより前記課題が初めて達成され
ることを見出した。
【００１８】
本発明者らは、印字直後に発生するカール、波打ちは、水性インク中の水を吸収した記録
用紙中の繊維層の急激な伸びにより発生し、さらに用紙の厚さ方向へのインク浸透深さが
深い程カール、波打ちが大きくなることを確認した。また、放置乾燥後に発生するカール
、波打ちについては、インクを吸収した前記繊維層の縮みにより発生し、さらに用紙の厚
さ方向へのインク浸透深さが深い程カール、波打ちが大きくなることを確認した。
【００１９】
これらの結果から、本発明者らは、インクを吸収した繊維層の水の吸脱水による伸縮伝達
性、インクの用紙厚さ方向への浸透性について鋭意検討を試みた。その結果、水の吸脱水
による伸縮伝達性は、用紙の内部結合強さと深い関係があることが判明し、内部結合強さ
を小さくすることで上記伸縮伝達性を弱め、印字直後に発生するカール、波打ちと、放置
乾燥後に発生するカール、波打ちとを小さくすることが可能であることを見出した。
【００２０】
さらに、インクの用紙厚さ方向への浸透性に関しインクと用紙との双方について検討した
ところ、インクの色材を顔料に変え、このインク中の顔料、または該顔料及びアニオン化
合物を瞬時に用紙表面に留まらせる処方とすることで、インク中の溶媒が用紙内部まで浸
透し難くなり、結果として、印字直後に発生するカール、波打ちと、放置乾燥後に発生す
るカール、波打ちとを小さくすることが可能であることを見出した。そして、インク吐出
量が多い印字の場合や、分割印字せずに単位時間あたりに印字されるインク量が多い印字
の場合には、上記双方の改善アプローチを併せなければ、印字直後に発生するカール、波
打ちと、放置乾燥後に発生するカール、波打ちとは改善できないことが分かった。
【００２１】
　さらに、前記のようにインク中の顔料を用紙表面に瞬時に留まらせることで、発色性、
混色にじみ、黒文字にじみ、カラー文字にじみが格段に改善されることを見出し、インク
ジェットにおける画質とカール、波打ち改善とを両立化できることを見出した。また、

の両面に印字しても、
前記効果が得られることを見出した。
【００２２】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明のインクジェット記録方法は、パルプ繊維及び填 を原紙の主体とし、該原紙の
少なくとも片面に多価金属塩が０．１～３ｇ／ｍ 2の範囲の塗工量で塗布され、坪量が６
３～１００ｇ／ｍ 2の範囲であり、かつ、内部結合強さが０．０５～０．２Ｎ・ｍの範囲
である ）の表面に、少なくとも顔料
、水溶性有機溶媒、水、及び界面活性剤からなる、表面張力が２５～３７ｍＮ／ｍの範囲
である１色以上のインクを用いて印字することを特徴とする。さらに、前記記録用紙の両
面に印字することが好ましい。
【００２３】
　まず、本発明に用いられる記録用紙について説明する。
　本発明における記録用紙には、パルプ繊維及び填 を主体とする原紙が用いられる。該
原紙には、化学パルプ、具体的には広葉樹晒クラフトパルプ、広葉樹未晒クラフトパルプ
、針葉樹晒クラフトパルプ、針葉樹未晒クラフトパルプ、広葉樹晒亜硫酸パルプ、広葉樹
未晒亜硫酸パルプ、針葉樹晒亜硫酸パルプ、針葉樹未晒亜硫酸パルプ等、木材及び綿、麻
、じん皮等の繊維原料を化学的に処理して作製されたパルプ等を使用することができる。
また、木材やチップを機械的にパルプ化したグランドウッドパルプ、木材やチップに薬液
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を染み込ませた後に機械的にパルプ化したケミメカニカルパルプ、及び、チップをやや軟
らかくなるまで蒸解した後にリファイナーでパルプ化したサーモメカニカルパルプ等も使
用することができる。これらはバージンパルプのみで使用してもよいし、必要に応じて古
紙パルプを加えてもよい。
【００２４】
特に上記バージンで使用するパルプは、塩素ガスを使用せず二酸化塩素を使用する漂白方
法（Ｅｌｅｍｅｎｔａｌｌｙ　Ｃｈｒｏｒｉｎｅ　Ｆｒｅｅ：ＥＣＦ )や、塩素化合物を
一切使用せずにオゾン／過酸化水素等を主に使用して漂白する方法 (Ｔｏｔａｌ　Ｃｈｌ
ｏｒｉｎｅ　Ｆｒｅｅ：ＴＣＦ )で漂白処理されたものであることが好ましい。
【００２５】
また、前記古紙パルプの原料として、製本、印刷工場、断裁所等において発生する裁落、
損紙、幅落しした上白、特白、中白、白損等の未印刷古紙；印刷やコピーが施された上質
紙、上質コート紙などの上質印刷古紙；水性インク、油性インク、鉛筆などで筆記された
古紙；印刷された上質紙、上質コート紙、中質紙、中質コート紙等のチラシを含む新聞古
紙；中質紙、中質コート紙、更紙等の古紙；を配合することができる。
【００２６】
本発明に用いられる原紙において使用する古紙パルプは、上記古紙原料を、オゾン漂白処
理または過酸化水素漂白処理の少なくとも一方で処理して得られた物であることが望まし
い。また、より白色度の高い用紙を得るためには、上記漂白処理によって得られた古紙パ
ルプの配合率を、５０～１００％の範囲とすることが望ましい。さらに資源の再利用とい
う観点からは、前記古紙パルプの配合率を、７０～１００％の範囲とすることがより望ま
しい。
【００２７】
前記オゾン漂白処理は、上質紙に通常含まれている蛍光染料等を分解する作用があり、前
記過酸化水素漂白処理は、脱墨処理時に使用されるアルカリによる黄変を防ぐ作用がある
。特にこの二つを組み合わせた処理によって、古紙の脱墨を容易にするだけでなくパルプ
の白色度も向上することが知られている。また、パルプ中の残留塩素化合物を分解・除去
する作用もあるため、塩素漂白されたパルプを使用した古紙の有機ハロゲン化合物含有量
低減において多大な効果を持つ。
【００２８】
また、本発明に用いられる原紙では、不透明度、白さ及び表面性を調整するため、填料を
添加する。特に用紙中のハロゲン量を低減したい場合には、ハロゲンを含まない填料を使
用することが好ましい。使用できる填料としては、重質炭酸カルシウム、軽質炭酸カルシ
ウム、チョーク、カオリン、焼成クレー、タルク、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、二酸
化チタン、酸化亜鉛、硫化亜鉛、炭酸亜鉛、珪酸アルミニウム、珪酸カルシウム、珪酸マ
グネシウム、合成シリカ、水酸化アルミニウム、アルミナ、セリサイト、ホワイトカーボ
ン、サポナイト、カルシウムモンモリロナイト、ソジウムモンモリロナイト、ベントナイ
ト等の白色無機顔料、及び、アクリル系プラスチックピグメント、ポリエチレン、尿素樹
脂、等の有機顔料を挙げることができる。また、古紙を配合する場合には、古紙原料に含
まれる灰分を予め推定して添加量を調整する必要がある。
【００２９】
　上記填 の配合量は、特に制限されないが、前記パルプ繊維１００質量部に対して、５
～３０質量部の範囲であることが好ましい。
【００３０】
さらに、前記原紙には、内添サイズ剤として、中性抄紙に用いられる中性ロジン系サイズ
剤、アルケニル無水コハク酸（ＡＳＡ）、アルキルケテンダイマー（ＡＫＤ）、石油樹脂
系サイズ剤を使用することができる。前記多価金属塩の内部への浸透を抑制するためには
、該多価金属塩を塗布する前の用紙サイズ度は、１０秒以上６０秒未満であることが好ま
しい。
なお、上記用紙サイズ度は、ＪＩＳ　Ｐ－８１２２に従って測定することができる。
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【００３１】
本発明に用いられる記録用紙の坪量は、６３～１００ｇ／ｍ 2の範囲である必要性があり
、７０～９０ｇ／ｍ 2の範囲であることが好ましい。坪量が高い程、カール、波打ち改善
には有利であるが、坪量が１００ｇ／ｍ 2を超えると、オフィス文書用ドキュメントとし
て取り扱い難く、坪量が６３ｇ／ｍ 2より低いと、カール、波打ちの発生を小さく抑える
ことができなくなる。
なお、上記坪量は、ＪＩＳ　Ｐ－８１２４に従って測定することができる。
【００３２】
　本発明における の表面には、多価金属塩が塗布される。これは、インクジェット記
録されたインク中のアニオン化処理された顔料及びアニオン化合物を架橋させ、極めて早
い凝集をインク中の顔料等に起こさせることにより、普通紙での優れた印字画質を得るこ
とができるとともに、インク中の溶媒の、用紙内部への浸透が制御されることから、印字
直後に発生するカール及び波打ち、放置乾燥後のカール及び波打ちに対しても改善効果が
あるものである。
【００３３】
　本発明で利用できる上記多価金属塩として バリウム、カルシウム、マグネシウム、
亜鉛、錫、マンガン、アルミニウムその他の多価金属の塩化物、硫酸塩、硝酸塩、ギ酸塩
、酢酸塩等が使用でき、具体的に 塩化バリウム、塩化カルシウム、酢酸カルシウム、
硝酸カルシウム、ギ酸カルシウム、塩化マグネシウム、硫酸マグネシウム、硝酸マグネシ
ウム、酢酸マグネシウム、ギ酸マグネシウム、塩化亜鉛、硫酸亜鉛、硝酸亜鉛、ギ酸亜鉛
、塩化錫、硝酸錫、塩化マンガン、硫酸マンガン、硝酸マンガン、ギ酸マンガン、硫酸ア
ルミニウム、硝酸アルミニウム、塩化アルミニウム、酢酸アルミニウム等を例示すること
ができる。
【００３４】
これらは単独または２種以上併用して利用できる。これら多価金属塩のうち、水への溶解
度が高く、価数の高い金属塩が好ましい。さらに多価金属塩の対イオンが強酸であると、
塗布後の用紙黄変が発生することから、前記多価金属塩の中では、酢酸カルシウム、塩化
カルシウム、ギ酸カルシウムなどのカルシウム塩；酢酸マグネシウム、塩化マグネシウム
、ギ酸マグネシウムなどのマグネシウム塩；塩化アルミニウム、酢酸アルミニウムなどの
アルミニウム塩が好ましく用いられる。
【００３５】
上記多価金属塩の塗布に際しては、水に溶解させて得られる塗工液を直接記録用紙表面に
塗布してもかまわないが、バインダーと混合して使用されることが好ましい。上記バイン
ダーとしては、酸化でんぷん、リン酸エステル化でんぷん、自家製変性でんぷん、カチオ
ン化でんぷんまたは各種変性でんぷん、ポリエチレンオキサイド、ポリアクリルアミド、
ポリアクリル酸ソーダ、アルギン酸ソーダ、ハイドロキシメチルセルロース、カルボキシ
メチルセルロース、メチルセルロース、ポリビニルアルコールまたはそれらの誘導体等を
単独あるいは混合して使用することができるが、これらに限定されるものではない。
【００３６】
前記記録用紙のサイズ度は、上記バインダーのみによっても適切な値に調整することがで
きる。しかし、上記バインダーのみではサイズ度の調整が十分でない場合には、さらに表
面サイズ剤を使用してもよい。表面サイズ剤としてはロジン系サイズ剤、合成サイズ剤、
石油樹脂系サイズ剤、中性サイズ剤、澱粉、ポリビニルアルコール等を使用することがで
きる。なお、記録用紙中のハロゲン量を低減したい場合には、ハロゲンを含まない内添サ
イズ剤や表面サイズ剤を使用することが望ましい。具体的には、ロジン系サイズ剤、合成
サイズ剤、石油樹脂系サイズ剤、中性サイズ剤等を使用することができる。記録用紙の保
存性を向上させる観点からは中性サイズ剤を使用することが望ましい。サイズ度はサイズ
剤の添加量によって調整されるが、ステキヒトサイズ度としては１０～６０秒の範囲であ
ることが好ましい。
【００３７】
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前記多価金属塩の塗布は、上記多価金属塩及びバインダー等を含む溶液を用い、サイズプ
レス、シムサイズ、ゲートロール、ロールコーター、バーコーター、エアナイフコーター
、ロッドブレードコーター、ブレードコーター等の通常使用されている塗布手段によって
前記原紙表面に塗工することによって行われる。その後乾燥工程を経て、本発明における
記録用紙を得ることができる。
【００３８】
原紙表面に塗工される多価金属塩の塗布量としては、０．１～３ｇ／ｍ 2の範囲であるこ
とが必要である。塗布量が０．１ｇ／ｍ 2より少ないと、インク中の顔料や後述するアニ
オン性高分子との反応が弱まるため、結果として画質の低下、印字直後のカール及び波打
ち、放置乾燥後のカール及び波打ちが大きくなる。また塗布量が３ｇ／ｍ 2を越えると、
インクの浸透性が悪化し、高速印字において乾燥不良の問題が生じる。
【００３９】
また、上記多価金属塩の塗布量は、０．２～２．０ｇ／ｍ 2の範囲であることが好ましく
、０．５～２．０ｇ／ｍ 2の範囲であることがより好ましい。
【００４０】
なお、前記塗布工程において、塗布液が原紙へ浸透するのを制御するための手法として、
塗布前の原紙をキャレンダー処理等して原紙透気度を１０～３０秒の範囲に調整しておく
ことが好ましい。上記原紙透気度を高くすることによって、塗布液の内部への浸透を抑制
することができるからである。しかしながら、原紙透気度を高めすぎると、インクジェッ
ト記録の印字におけるインクの浸透性をも阻害してしまい、色間にじみや乾燥性の悪化を
招くこととなる。
【００４１】
また、上記塗布液のバインダーとして、でんぷんとポリビニルアルコール及びその誘導体
を併用して粘度を高くすることも、塗布液の原紙への浸透を少なくするための手法として
有効である。
さらに、抄紙後、サイズプレス工程を通さず乾燥させた原紙に対して、別途サイズプレス
工程を通すことによって、塗布液の原紙への浸透を少なくする手法もある。
【００４２】
本発明に用いられる記録用紙においては、内部結合強さが０．０５～０．２Ｎ・ｍの範囲
である必要がある。内部結合強さが０．０５Ｎ・ｍを下回ると、用紙としての強度が弱く
なることから取扱上好ましくなく、内部結合強さが０．２Ｎ・ｍを越えると、記録用紙中
の繊維間の伸縮伝達性が大きくなり、印字直後のカール及び波打ち、放置乾燥後のカール
及び波打ちが大きくなる。
なお、上記内部結合強さは、ＪＡＰＡＮ　ＴＡＰＰＩ　Ｎｏ .１８－２に規定される方法
に従い、熊谷理機工業社製インターナルボンドテスターを用いて測定した。
【００４３】
上記内部結合強さを調整する方法としては、例えば、内部結合強さを小さくするためには
、繊維間の接点を少なくすることが考えられる。このような調整は、パルプの叩解度、パ
ルプの種類、用紙内部の填料の種類・量、サイズ剤の種類・量、バインダーの種類・量、
ウエットプレス圧、ドライング条件等により行うことができる。
【００４４】
次に、本発明に用いられるインクについて説明する。
本発明に用いられるインクは、少なくとも顔料、水溶性有機溶媒、水及び界面活性剤から
なるものであるが、その他、顔料分散剤、アニオン性化合物、及び各種添加剤等を含有す
ることができる。
以下、それぞれの成分について説明する。
【００４５】
＜インクに含まれる成分＞
－顔料－
本発明におけるインクに使用される顔料は、有機顔料であっても無機顔料であってもよい
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。顔料の色としては、黒色の顔料、シアン、マゼンタ及びイエローの３原色顔料の他、赤
、緑、青、茶、白等の特定色顔料や、金、銀色等の金属光沢顔料、無色または淡色の体質
顔料、プラスチックピグメント等を使用することができる。また、本発明のために、新規
に合成した顔料を使用することもできる。
【００４６】
上記黒色の顔料としては、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブラック、
チャンネルブラック等のカーボンブラック顔料等が挙げられ、具体的な例としては、Ｒａ
ｖｅｎ７０００、Ｒａｖｅｎ５７５０、Ｒａｖｅｎ５２５０、Ｒａｖｅｎ５０００  ＵＬ
ＴＲＡ  II、Ｒａｖｅｎ３５００、Ｒａｖｅｎ２０００、Ｒａｖｅｎ１５００、Ｒａｖｅ
ｎ１２５０、Ｒａｖｅｎ１２００、Ｒａｖｅｎ１１９０  ＵＬＴＲＡ  II、Ｒａｖｅｎ１１
７０、Ｒａｖｅｎ１２５５、Ｒａｖｅｎ１０８０、Ｒａｖｅｎ１０６０（以上コロンビア
ンＤカーボン社製）、Ｒｅｇａｌ４００Ｒ、Ｒｅｇａｌ３３０Ｒ、Ｒｅｇａｌ６６０Ｒ、
Ｍｏｇｕｌ  Ｌ、Ｂｌａｃｋ　ＰｅａｒｌｓＬ、Ｍｏｎａｒｃｈ７００、Ｍｏｎａｒｃｈ
８００、Ｍｏｎａｒｃｈ８８０、Ｍｏｎａｒｃｈ  ９００、Ｍｏｎａｒｃｈ  １０００、Ｍ
ｏｎａｒｃｈ  １１００、Ｍｏｎａｒｃｈ  １３００、Ｍｏｎａｒｃｈ  １４００（以上キ
ャボット社製）、Ｃｏｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ  ＦＷ１、Ｃｏｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ  ＦＷ２、Ｃｏ
ｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ  ＦＷ２Ｖ、Ｃｏｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ  １８、Ｃｏｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ  Ｆ
Ｗ２００、Ｃｏｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ  Ｓ１５０、ＣｏｌｏｒＢｌａｃｋ  Ｓ１６０、Ｃｏｌ
ｏｒ  Ｂｌａｃｋ  Ｓ１７０、Ｐｒｉｔｅｘ３５、ＰｒｉｔｅｘＵ、Ｐｒｉｔｅｘ  Ｖｒｉ
ｎｔｅｘ１４０Ｕ、Ｐｒｉｎｔｅｘ１４０Ｖ、Ｓｐｅｃｉａｌ  Ｂｌａｃｋ６、Ｓｐｅｃ
ｉａｌ  Ｂｌａｃｋ  ５、Ｓｐｅｃｉａｌ、Ｂｌａｃｋ  ４Ａ、Ｓｐｅｃｉａｌ  Ｂｌａｃｋ
４（以上デグッサ社製）、Ｎｏ .２５、Ｎｏ .３３、Ｎｏ .４０、Ｎｏ .４７、Ｎｏ .５２、
Ｎｏ .９００、Ｎｏ .２３００、ＭＣＦ－８８、ＭＡ６００、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００
（以上、三菱化学社製）等が挙げられる。
【００４７】
カーボンブラックの好適な構造を一律に議論することは困難であるが、粒子径が１５～３
０ｎｍの範囲、ＢＥＴ比表面積が７０～３００ｍ 2／ｇの範囲、ＤＢＰ吸油量が０．５×
１０ - 3～１．０×１０ - 3Ｌ／ｇの範囲、揮発分が０．５～１０質量％の範囲、灰分が０．
０１～１．００質量％の範囲であることが好ましい。上記範囲から外れたカーボンブラッ
クを使用すると、インク中での分散粒子径が大きくなる場合がある。
【００４８】
また、前記シアン色の顔料の具体的な例としては、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｂｌｕｅ－１
、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｂｌｕｅ－２、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｂｌｕｅ－３、Ｃ .Ｉ .Ｐ
ｉｇｍｅｎｔ  Ｂｌｕｅ－１５、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｂｌｕｅ－１５：１、Ｃ .Ｉ .Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ  Ｂｌｕｅ－１５：３、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｂｌｕｅ－１５：３４、Ｃ .Ｉ .
Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｂｌｕｅ－１６、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｂｌｕｅ－２２、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ  Ｂｌｕｅ－６０等が挙げられる。
【００４９】
前記マゼンタ色の顔料の具体的な例としては、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｒｅｄ  ５、Ｃ .Ｉ .
Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｒｅｄ  ７、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｒｅｄ  １２、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ
 Ｒｅｄ  ４８、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｒｅｄ４８：１、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｒｅｄ５
７、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｒｅｄ  １１２、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｒｅｄ  １２２、Ｃ .
Ｉ .ＰｉｇｍｅｎｔＲｅｄ  １２３、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｒｅｄ  １４６、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ  Ｒｅｄ  １６８、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｒｅｄ  １８４、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ
 Ｒｅｄ  ２０２等が挙げられる。
【００５０】
前記イエロー色の顔料の具体的な例としては、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－１
、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－２、Ｃ .Ｉ .ＰｉｇｍｅｎｔＹｅｌｌｏｗ－３、
Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－１２、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－１３
、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－１４、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－１
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６、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－１７、Ｃ .Ｉ .ＰｉｇｍｅｎｔＹｅｌｌｏｗ－
７３、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－７４、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ
－７５、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－８３、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏ
ｗ－９３、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－９５、Ｃ .Ｉ .ＰｉｇｍｅｎｔＹｅｌｌ
ｏｗ－９７、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－９８、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌ
ｌｏｗ－１１４、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－１２８、Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  
Ｙｅｌｌｏｗ－１２９ ,Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－１５１ ,Ｃ .Ｉ .Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ－１５４等が挙げられる。
【００５１】
なお、本発明において使用することができる顔料は、水に自己分散可能なものであっても
よい。水に自己分散可能な顔料とは、顔料表面に水に対する可溶化基を数多く有し、顔料
分散剤の存在がなくても安定に分散する顔料のことである。具体的には、通常のいわゆる
顔料に対して、酸・塩基処理、カップリグ剤処理、ポリマーグラフト処理、プラズマ処理
、酸化／還元処理等の表面改質処理等を施すことにより、水に自己分散可能な顔料を得る
ことができる。また、このような表面改質処理を施した顔料の他、水に自己分散可能な顔
料として、キャボット社製のｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－２００、ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－３００
、ＩＪＸ－５５、ＩＪＸ－２５３、ＩＪＸ－２６６、及びＩＪＸ－２７３；オリエント化
学社製のＮｉｃｒｏｊｅｔ　ｂｌａｃｋ　ＣＷ－１；日本触媒社により販売されている顔
料；等市販のものを用いてもよい。
【００５２】
水に自己分散可能な顔料の表面に存在する水に対する可溶化基は、ノニオン性、カチオン
性、アニオン性のいずれであってもよいが、特に、スルホン酸、カルボン酸、水酸基、リ
ン酸が望ましい。スルホン酸、カルボン酸、リン酸の場合、そのまま遊離酸の状態でも用
いることができるが、水溶性を高めるため、塩基性の化合物との塩の状態として使用する
ことが好ましい。
この場合、塩基性の化合物として、ナトリウム、カリウム、リチウム等のアルカリ金属類
、モノメチルアミン、ジメチルアミン、トリエチルアミン等の脂肪族アミン類、モノメタ
ノールアミン、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、ジ
イソプロパノールアミン等のアルコールアミン類、アンモニア等の塩基性化合物を使用す
ることができる。これらの中でも、ナトリウム、カリウム、リチウム等のアルカリ金属類
の塩基性化合物は特に好ましく使用することができる。これは、アルカリ金属類の塩基性
化合物が強電解質であり、酸性基の解離を促進する効果が大きいためと考えられる。
【００５３】
インクにおける顔料の含有量は、０．５～２０質量％の範囲、特に２～１０質量％の範囲
とすることが好ましい。顔料の含有量が０．５重量％未満となると、画像の光学濃度が低
くなる場合がある。また、含有量が２０質量％を超えると、画像の定着性が悪化する場合
がある。
【００５４】
－水溶性有機溶媒－
本発明におけるインクに用いられる水溶性有機溶媒としては、エチレングリコール、ジエ
チレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、トリエチレングリコー
ル、１，５－ペンタンジオール、１，２，６－ヘキサントリオール、グリセリン等の多価
アルコール類；エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチル
エーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエ
ーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエ
ーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノブチル
エーテル等の多価アルコール誘導体；ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、シクロ
ヘキシルピロリドン、トリエタノールアミン等の含窒素溶媒；エタノール、イソプロピル
アルコール、ブチルアルコール、ベンジルアルコール等のアルコール類；チオジエタノー
ル、チオジグリセロール、スルホラン、ジメチルスルホキシド等の含硫黄溶媒；炭酸プロ
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ピレン、炭酸エチレン等が挙げられる。上記水溶性有機溶媒は、単独で使用しても２種以
上を混合して使用してもよい。
【００５５】
インク中における水溶性有機溶媒の含有量は、１～６０質量％の範囲、特に５～４０質量
％の範囲とすることが好ましい。水溶性有機溶媒の含有量が１質量％未満となると、長期
保存性が劣る場合がある。また、含有量が６０質量％を超えると、インクの吐出安定性が
低下し正常に吐出しない場合がある。
【００５６】
－水－
本発明におけるインクに用いられる水は、イオン交換水、蒸留水、純水、超純水等を用い
ることができる。
【００５７】
インク中における水の含有量は、１５～９８質量％の範囲、特に４５～９０質量％の範囲
とすることが好ましい。１５質量％未満となると、インクの吐出安定性が低下し正常に吐
出しない場合がある。また、９８質量％を超えると、インクの長期保存安定性で劣る場合
がある。
【００５８】
－界面活性剤－
本発明におけるインクに用いられる界面活性剤は、顔料分散剤及びインクの表面張力や濡
れ性を調整するため、または、インク中の有機不純物を可溶化し、噴射の信頼性を向上さ
せるために添加される。界面活性剤の種類としては、水不溶色材の分散状態、あるいは水
溶性染料の溶解状態に影響を及ぼしにくいノニオンおよびアニオン界面活性剤が好ましい
。
【００５９】
上記ノニオン界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル
、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンドデシルフェニル
エーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、
ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、脂肪酸アル
キロールアミド、アセチレンアルコールエチレンオキシド付加物、ポリエチレングリコー
ルポリプロピレングリコールブロックコポリマー、グリセリンエステルのポリオキシエチ
レンエーテル、ソルビトールエステルのポリオキシエチレンエーテル等を使用することが
できる。上記アニオン界面活性剤としては、例えば、アルキルベンゼンスルホン酸塩、ア
ルキルフェニルスルホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン酸塩、高級脂肪酸塩、高級脂
肪酸エステルの硫酸エステル塩、スルホン酸塩、及び高級アルキルスルホコハク酸塩等を
使用することができる。また、両性界面活性剤としては、ベタイン、スルフォベタイン、
サルフェートベタイン、イミダゾリン等を使用することができる。その他、ポリシロキサ
ンポリオキシエチレン付加物等のシリコーン系界面活性剤やオキシエチレンパーフルオロ
アルキルエーテルなどのフッソ系界面活性剤、スピクリスポール酸やラムノリピド、リゾ
レシチンなどのバイオサーファクタント等も使用することができる。インクにおいて使用
される上記界面活性剤は、単独で用いても２種以上を混合して用いてもよい。
【００６０】
後述する本発明に用いられるインクの表面張力は、主に上記界面活性剤の種類、添加量で
調整することができ、該添加量は、表面張力等の目的の特性により調整することができる
。
【００６１】
－顔料分散剤－
本発明におけるインクには、前記顔料、水溶性溶媒、水、及び界面活性剤以外に、上記顔
料の分散向上のために、顔料分散剤を好ましく用いることができる。顔料分散剤の具体例
としては、高分子分散剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、両性界面活性
剤ノニオン性界面活性剤等が挙げられる。これらの顔料分散剤の中で、水中にて電離した

10

20

30

40

50

(10) JP 3925316 B2 2007.6.6



場合に有機陰イオンとなる顔料分散剤を、本発明においてアニオン性顔料分散剤として表
現する。このアニオン性顔料分散剤は、後述するインク中のアニオン性化合物としても用
いることができる。
【００６２】
上記高分子分散剤としては、親水性構造部と疎水性構造部とを有する重合体であれば有効
に使用することができる。親水性構造部と疎水性構造部とを有する重合体の例としては、
縮合系重合体と付加重合体とが挙げられる。縮合系重合体の例としては、公知のポリエス
テル系分散剤が挙げられる。付加重合体の例としては、α，β－エチレン性不飽和基を有
するモノマーの付加重合体が挙げられる。これは、親水基を有するα，β－エチレン性不
飽和基を有するモノマーと、疎水基を有するα，β－エチレン性不飽和基を有するモノマ
ーとを適宜組み合わせて共重合することにより、目的の高分子分散剤として得ることがで
きる。また、親水基を有するα，β－エチレン性不飽和基を有するモノマーの単独重合体
を用いることもできる。
【００６３】
前記親水基を有するα，β－エチレン性不飽和基を有するモノマーの例としては、カルボ
キシル基、スルホン酸基、水酸基、リン酸基等を有するモノマー、例えば、アクリル酸、
メタクリル酸、クロトン酸、イタコン酸、イタコン酸モノエステル、マレイン酸、マレイ
ン酸モノエステル、フマル酸、フマル酸モノエステル、ビニルスルホン酸、スチレンスル
ホン酸、スルホン化ビニルナフタレン、ビニルアルコール、アクリルアミド、メタクリロ
キシエチルホスフェート、ビスメタクリロキシエチルホスフェート、メタクリロオキシエ
チルフェニルアシドホスフェート、エチレングリコールジメタクリレート、ジエチレング
リコールジメタクリレート等が挙げられる。
【００６４】
一方、前記疎水基を有するα，β－エチレン性不飽和基を有するモノマーの例としては、
スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン等のスチレン誘導体、ビニルシクロヘキ
サン、ビニルナフタレン、ビニルナフタレン誘導体、アクリル酸アルキルエステル、アク
リル酸フェニルエステル、メタクリル酸アルキルエステル、メタクリル酸フェニルエステ
ル、メタクリル酸シクロアルキルエステル、クロトン酸アルキルエステル、イタコン酸ジ
アルキルエステル、マレイン酸ジアルキルエステルが挙げられる。
【００６５】
これらのモノマーの好ましい共重合体の例としては、スチレン－スチレンスルホン酸共重
合体、スチレン－マレイン酸共重合体、スチレン－メタクリル酸共重合体、スチレン－ア
クリル酸共重合体、ビニルナフタレン－マレイン酸共重合体、ビニルナフタレン－メタク
リル酸共重合体、ビニルナフタレン－アクリル酸共重合体、アクリル酸アルキルエステル
－アクリル酸共重合体、メタクリル酸アルキルエステル－メタクリル酸、スチレン－メタ
クリル酸アルキルエステル－メタクリル酸共重合体、スチレン－アクリル酸アルキルエス
テル－アクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸フェニルエステル－メタクリル酸共
重合体、スチレン－メタクリル酸シクロヘキシルエステル－メタクリル酸共重合体等が挙
げられる。
【００６６】
また、これらの重合体に、ポリオキシエチレン基、水酸基を有するモノマーを適宜共重合
して用いることもできる。さらに、酸性官能基を表面に有する顔料との親和性を高め、分
散安定性をよくするために、カチオン性の官能基を有するモノマー、例えばＮ，Ｎ－ジメ
チルアミノエチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレート、Ｎ，Ｎ
－ジメチルアミノメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノアクリルアミド、Ｎ－ビニ
ルピロール、Ｎ－ビニルピリジン、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルイミダゾール等を
適宜共重合して用いることもできる。
【００６７】
これらの共重合体は、ランダム、ブロック、及びグラフト共重合体等のいずれの構造のも
のでもよい。また、ポリスチレンスルホン酸、ポリアクリル酸、ポリメタクリル酸、ポリ
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ビニルスルホン酸、ポリアルギン酸、ポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレン－ポリ
オキシエチレンブロックコポリマー、ナフタレンスルホン酸のホルマリン縮合物、ポリビ
ニルピロリドン、ポリエチレンイミン、ポリアミン類、ポリアミド類、ポリビニルイミダ
ゾリン、アミノアルキルアクリレートＤアクリルアミド共重合体、キトサン、ポリオキシ
エチレン脂肪酸アミド、ポリビニールアルコール、ポリアクリルアミド、カルボキシメチ
ルセルロース、カルボキシエチルセルロース等のセルロース誘導体、多糖類とその誘導体
等も使用することができる。
【００６８】
なお、特に限定するわけではないが、前記顔料分散剤の親水基はカルボン酸またはカルボ
ン酸の塩であることが好ましい。これは、カルボキシル基が、前記記録用紙表面に塗布さ
れた多価金属塩からの多価金属イオンと架橋構造を形成し、顔料が適度な凝集構造を有す
るようになるためと考えられる。
【００６９】
顔料分散剤としては、前記共重合体中の酸基は、共重合体の酸価に対して５０％以上、特
に、８０％以上中和されていることが好ましい。顔料分散剤の分子量は、質量平均分子量
で、２０００～１５０００の範囲、特に３５００～１００００の範囲のものが好ましい。
また、疎水性構造部と親水性構造部の構造、及び組成比率は、顔料及び溶媒との組み合わ
せの中から好ましいものを用いることができる。
【００７０】
これら顔料分散剤は、単独で用いても、２種以上を混合して用いてもよい。顔料分散剤の
添加量は、顔料によって大きく異なるので一概には言えないが、前記顔料に対して、０．
１～１００質量％の範囲であることが好ましく、１～７０質量％の範囲であることがより
好ましく、３～５０質量％の範囲であることがより好ましい。
【００７１】
－アニオン性化合物－
本発明のインクジェット記録方法においては、インク中の顔料を多価金属塩で記録用紙表
面に凝集させることを特徴とすることから、該凝集を促進させるために、本発明における
インクには、さらにアニオン性化合物が好ましく用いられる。該アニオン性化合物として
は、例えば、カルボン酸、スルホン酸等の酸、及びこれらの誘導体、アニオン性ポリマー
エマルジョン等が挙げられ、前記アニオン性の顔料分散剤であってもよい。
【００７２】
上記カルボン酸の具体的な例としては、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、酪酸、吉草酸、乳酸
、酒石酸、安息香酸、アクリル酸、クロトン酸、ブテン酸、メタクリル酸、チグリン酸、
アリル酸、２－エチル－２－ブテン酸、蓚酸、マロン酸、こはく酸、グルタル酸、マレイ
ン酸、フマル酸、メチルマレイン酸、グリセリン酸などのカルボン酸およびそれらの重合
体、誘導体等が挙げられる。また、これらの化合物のアルカリ金属塩、アルカリ土類金属
塩、アンモニウム塩等を用いることもできる。
【００７３】
上記スルホン酸の具体的な例としては、ベンゼンスルホン酸、トルエンスルホン酸、キシ
レンスルホン酸、ベンゼンジスルホン酸、ベンゼントリスルホン酸、ヒドロキシベンゼン
スルホン酸、クロロベンゼンスルホン酸、ブロモベンゼンスルホン酸、 4-ヒドロキシ－１
，３－ベンゼンジスルホン酸、４，５－ジヒドロキシベンゼン－１，３－ジスルホン酸ナ
トリウム、ｏ－アミノベンゼンスルホン酸等のスルホン酸、及びそれらの誘導体、また、
これらのアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩、アンモニウム塩等が挙げられる。
【００７４】
なお、特に限定するわけではないが、アニオン性化合物は、カルボキシル基を含むことが
好ましい。これは、前記同様カルボキシル基が、記録用紙表面に塗布された多価金属塩か
らの多価金属イオンと架橋構造を形成し、顔料が適度な凝集構造を有するようになるため
と考えられる。
【００７５】
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また、これらの化合物は、水溶性を高めるため、塩基性の化合物との塩の状態で使用する
ことが好ましい。これらの化合物と塩を形成する化合物としては、ナトリウム、カリウム
、リチウム等のアルカリ金属類、モノメチルアミン、ジメチルアミン、トリエチルアミン
等の脂肪族アミン類、モノメタノールアミン、モノエタノールアミン、ジエタノールアミ
ン、トリエタノールアミン、ジイソプロパノールアミン等のアルコールアミン類、アンモ
ニア等を使用することができる。これらの中でも、ナトリウム、カリウム、リチウム等の
アルカリ金属類の塩基性化合物が使用される。これは、アルカリ金属類の塩基性化合物が
強電解質であり、酸性基の解離を促進する効果が大きいからである。
【００７６】
アニオン性化合物のより好ましい具体例としては、アクリル酸アルキルエステル－アクリ
ル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸アルキルエステル－メタクリル酸共重合体、スチ
レン－マレイン酸共重合体、スチレン－メタクリル酸共重合体、スチレン－アクリル酸共
重合体、メタクリル酸アルキルエステル－メタクリル酸共重合体、スチレン－アクリル酸
アルキルエステル－アクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸フェニルエステル－メ
タクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸シクロヘキシルエステル－メタクリル酸共
重合体等、及びこれらの共重合体の塩並びに誘導体が挙げられる。
【００７７】
なお、インク中に含まれる上記アニオン性化合物は、親水性部と疎水性部からなる構造を
持つことが好ましく、さらに、親水性官能基としてカルボン酸またはカルボン酸の塩を含
むことが好ましい。これは、カルボキシル基が、記録用紙表面に塗布された多価金属塩か
らの多価金属イオンと架橋構造を形成し、顔料が適度な凝集構造を有するようになるため
であると考えられる。
【００７８】
具体的には、アニオン性化合物として親水性部を構成する単量体は、アクリル酸、メタク
リル酸、マレイン酸、及び無水マレイン酸の中から選択される少なくとも１つであること
が好ましい。一方、アニオン性化合物として疎水性部を構成する単量体としては、スチレ
ン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン等のスチレン誘導体、ビニルシクロヘキサン、
ビニルナフタレン、ビニルナフタレン誘導体、アクリル酸アルキルエステル、メタクリル
酸アルキルエステル、メタクリル酸フェニルエステル、メタクリル酸シクロアルキルエス
テル、クロトン酸アルキルエステル、イタコン酸ジアルキルエステル、マレイン酸ジアル
キルエステル等が挙げられるが、それらの中でも、スチレン、アクリル酸、及びメタアク
リル酸のアルキル、アリール及びアルキルアリールエステルの中から選択される少なくと
も１つであることが好ましい。
【００７９】
これらのアニオン性化合物は、単独で用いても２種以上を混合して用いてもよい。インク
中におけるアニオン性化合物の含有量は、０．１～１０質量％の範囲、特に、０．３～５
質量％の範囲とすることが好ましい。０．１質量％未満となると、インクの長期保存安定
性に劣る場合や、画像の光学濃度が低下する場合があり、含有量が１０質量％を超えると
、インクを正常に噴射できない場合や、画像の光学濃度が低下する場合がある。
【００８０】
－その他の添加剤－
さらに、本発明に用いられるインクには、必要に応じて、ｐＨ緩衝剤、酸化防止剤、防カ
ビ剤、粘度調整剤、導電剤、紫外線吸収剤、キレート化剤、水溶性染料、分散染料、油溶
性染料等を添加することもできる。これらの添加剤のインクにおける含有量は、２０質量
％以下とすることが好ましい。
【００８１】
＜インクの製造方法＞
本発明におけるインクは、例えば、前記顔料分散剤を所定量含む水溶液に所定量の前記顔
料を添加し、十分に撹拌した後、分散機を用いて分散を行い、遠心分離等で粗大粒子を除
いた後、所定の前記水溶性有機溶媒、前記添加剤等を加えて撹拌混合し、次いで濾過を行
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って得ることができる。この際、予め顔料の濃厚分散体を作製し、インク調整時に希釈す
る方法も使用できる。また、分散工程の前に顔料の粉砕工程を設けてもよい。あるいは、
所定の水溶性有機溶媒、水、顔料分散剤を混合後、顔料を添加して、分散機を用いて分散
させてもよい
【００８２】
上記分散機は、市販のものを用いることができる。例えば、コロイドミル、フロージェッ
トミル、スラッシャーミル、ハイスピードディスパーザー、ボールミル、アトライター、
サンドミル、サンドグラインダー、ウルトラファインミル、アイガーモーターミル、ダイ
ノーミル、パールミル、アジテータミル、コボルミル、３本ロール、２本ロール、エクス
トリューダー、ニーダー、マイクロフルイダイザー、ラボラトリーホモジナイザー、超音
波ホモジナイザー等が挙げられ、これらを単独で用いても、２種以上を組み合せて用いて
もよい。なお、無機不純物の混入を防ぐためには、分散媒体を使用しない分散方法を用い
ることが好ましく、その場合には、マイクロフルイダイザーや超音波ホモジナイザー等を
使用することが好ましい。なお、本発明の実施例においては、超音波ホモジナイザーによ
り分散を行った。
【００８３】
一方、水に自己分散可能な顔料を用いたインクは、例えば、顔料に対して表面改質処理を
行ない、得られた顔料を水に添加し、十分攪拌した後、必要に応じて上記と同様の分散機
による分散を行ない、遠心分離等で粗大粒子を除いた後、所定の溶媒、添加剤等を加えて
攪拌、混合、濾過を行なうことにより得ることができる。
【００８４】
上記インクのｐＨは、３～１１の範囲とすることが好ましく、特に４．５～９．５の範囲
とすることが好ましい。また、表面にアニオン性遊離基を持つ顔料を含むインクにおいて
は、インクのｐＨは６～１１の範囲とすることが好ましく、６～９．５の範囲とすること
がより好ましく、７．５～９．０の範囲とすることがさらに好ましい。一方、表面にカチ
オン性遊離基を持つ顔料を含むインクにおいては、インクのｐＨは４．５～８．０の範囲
とすることが好ましく、４．５～７．０の範囲とすることがより好ましい。
【００８５】
本発明に用いられるインクの粘度は、１．５～５．０ｍＰａ・ｓの範囲であることが好ま
しく、１．５～４．０ｍＰａ・ｓの範囲であることがより好ましい。インクの粘度が５．
０ｍＰａ・ｓより大きいと、記録用紙への浸透性が遅くなるため、混色にじみが発生しや
すく良好な画質が得られず、また十分な画像定着性を得ることができない場合がある。一
方、インクの粘度が１．５ｍＰａ・ｓより小さいと、記録用紙への浸透性が速すぎてしま
い、インク中の顔料、アニオン性化合物を凝集させることができず、インクが記録用紙内
部まで浸透するため、濃度の低下、文字の滲み発生、カール、波打ちが大きくなってしま
う。
なお、上記インクの粘度の測定は、回転型粘度計レオマット１１５（Ｃｏｎｔｒａｖｅｓ
社製）を用い、測定温度２３℃、せん断速度１４００ｓ - 1で行った。
【００８６】
前記インクにおける分散粒子の数平均粒子径は、１５～１００ｎｍの範囲であることが好
ましく、１５～８０ｎｍの範囲であることがより好ましく、２０～７０ｎｍの範囲である
ことがさらに好ましい。また、インクにおける分散粒子の体積平均粒子径は、３０～２０
０ｎｍの範囲であることが好ましく、３０～１７０ｎｍの範囲であることがより好ましく
、３０～１５０ｎｍの範囲であることがさらに好ましい。なお、インクにおける分散粒子
の数平均粒子径及び体積平均粒子径は、実質的にはインク中の顔料のものである。
【００８７】
インクにおける分散粒子の数平均粒子径及び体積平均粒子径が上記範囲にある場合には、
画像の光学濃度が高く、画像定着性に優れたものとなる。インクにおける分散粒子の数平
均粒子径が１００ｎｍより大きい場合や、体積平均粒子径が２００ｎｍより大きい場合に
は、画像の光学濃度が劣るものとなる場合がある。これは、分散粒子径が大きくなるにつ
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れて、前記顔料凝集体の粒径も大きくなり、十分な画像の光学濃度が得られないものと考
えられる。一般的にも、一次粒径が大きい顔料は着色力が小さいことが知られている。一
方、インクにおける分散粒子の数平均粒子径が１５ｎｍより小さい場合や、体積平均粒子
径が３０ｎｍより小さい場合には、インク粘度が高くなり、ノズル詰まりを生じやすい場
合がある。
【００８８】
なお、本発明において、上記数平均粒子径及び体積平均粒子径の測定装置としては、マイ
クロトラックＵＰＡ粒度分析計９３４０（Ｌｅｅｄｓ　＆　Ｎｏｒｔｈｒｕｐ社製）を用
いた。この装置は、分散質のブラウン運動を利用して粒子径を測定するものであり、粒子
が分散されたインクにレーザー光を照射し、その散乱光を検出することにより粒子径を測
定する。その測定は、インク４ｍｌを測定セルに入れ、所定の測定法に従って行った。測
定時に入力するパラメーターとして、粘度にはインクの粘度を、分散粒子の密度には顔料
の密度を入力した。
【００８９】
本発明におけるインクの表面張力は、主に前記界面活性剤の量により調整し、２５～３７
ｍＮ／ｍの範囲である必要がある。表面張力が２５ｍＮ／ｍを下回ると、記録用紙内部へ
のインク浸透が進むため、カール及び波打ちが大きくなってしまう。表面張力が３７ｍＮ
／ｍより大きいと記録用紙へのインク浸透性が遅くなるため、乾燥性が悪化し、印字の高
速化への対応等の観点から好ましくない。
【００９０】
上記インクの表面張力は、２５～３５ｍＮ／ｍの範囲であることが好ましく、２８～３５
ｍＮ／ｍの範囲であることがより好ましい。
なお、インクの表面張力は、ウィルヘルミー型表面張力計を用いて、２３℃、５５％ＲＨ
の環境下にて測定した。
【００９１】
本発明のインクジェット記録方法は、上記のように比較的表面張力の小さいインクを用い
る、高速印字を行うインクジェット記録に好ましく使用されるものである。すなわち、従
来の単色（黒色）印字や低速印字の場合には、既述の如く、記録用紙の表面に多価金属塩
を塗布する、あるいは記録用紙の内部結合力を弱くする等の方法により、画質確保とカー
ル改善を行うことができたが、特に高画質のカラー印字や高速印字には、上記方法では対
処することができず、本発明の記録用紙、及びインクの組み合わせにより、初めて色間に
じみや文字にじみがなく、さらにカール及び波打ちの改善を達成することができるもので
ある。さらに、両面印字の際にも良好な画像が得られ、カール及び波打ちの改善を達成す
ることができるものである。
【００９２】
このような観点から、本発明のインクジェット記録方法は、インクヘッドがスキャンする
タイプでは、印字速度として、片側一括印字の印字モードで、ヘッドスキャンスピードが
２５～１２７ｃｍ／秒の範囲であるインクジェット記録装置に用いられることが好ましく
、ヘッドスキャンスピードが２５～１１４ｃｍ／秒の範囲であるインクジェット記録装置
に用いられることがより好ましい。また、インクヘッドが固定されるタイプでは、用紙搬
送速度が６～５０ｃｍ／秒の範囲であるインクジェット記録装置に用いられることが好ま
しく、用紙搬送速度が６～４２ｃｍ／秒の範囲であるインクジェット記録装置に用いられ
ることがより好ましい。
【００９３】
【実施例】
以下に実施例を挙げて本発明を具体的に説明するが、本発明はこられの実施例に制限され
るものではない。
【００９４】
まず、本発明の実施例、比較例に使用されるインクについて説明する。
＜インクセット１＞
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以下に示すように、顔料、水溶性有機溶媒、界面活性剤、水及びアニオン性化合物の総量
が１００質量部、顔料濃度が４質量％となるように混合、攪拌し、１μｍのフィルターを
通過させることにより４色のインクを得た。
【００９５】
－黒インク－
・表面処理顔料（Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－３００、キャボット社製）４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　４質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　６７質量部
なお、この黒インクの表面張力は２６ｍＮ／ｍ、粘度は２．８ｍＰａ・ｓであった。
【００９６】
－Ｃｙａｎインク－
・表面処理顔料（ＩＪＸ－２５３、キャボット社製）　４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　４質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　６７質量部
なお、このＣｙａｎインクの表面張力は２６ｍＮ／ｍ、粘度は２．６ｍＰａ・ｓであった
。
【００９７】
－Ｍａｇｅｎｔａインク－
・表面処理顔料（ＩＪＸ－２６６、キャボット社製）　４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　４質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　６７質量部
なお、このＭａｇｅｎｔａインクの表面張力は２６ｍＮ／ｍ、粘度は２．７ｍＰａ・ｓで
あった。
【００９８】
－Ｙｅｌｌｏｗインク－
・表面処理顔料（ＩＪＸ－２７３、キャボット社製）　４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　４質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　６７質量部
なお、このＹｅｌｌｏｗインクの表面張力は２６ｍＮ／ｍ、粘度は２．８ｍＰａ・ｓであ
った。
【００９９】
＜インクセット２＞
インクセット１と同様にして下記４色のインクを得た。
－黒インク－
・表面処理顔料（Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－３００、キャボット社製）　４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　０．５質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　７０．５質量部
なお、この黒インクの表面張力は３２ｍＮ／ｍ、粘度は２．８ｍＰａ・ｓであった。
【０１００】
－Ｃｙａｎインク－
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・表面処理顔料（ＩＪＸ－２５３、キャボット社製）　４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　０．５質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　７０．５質量部
なお、このＣｙａｎインクの表面張力は３２ｍＮ／ｍ、粘度は２．５ｍＰａ・ｓであった
。
【０１０１】
－Ｍａｇｅｎｔａインク－
・表面処理顔料（ＩＪＸ－２６６、キャボット社製）　４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　０．５質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　７０．５質量部
なお、このＭａｇｅｎｔａインクの表面張力は３３ｍＮ／ｍ、粘度は２．７ｍＰａ・ｓで
あった。
【０１０２】
－Ｙｅｌｌｏｗインク－
・表面処理顔料（ＩＪＸ－２７３、キャボット社製）　４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　０．５質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　７０．５質量部
なお、このＹｅｌｌｏｗインクの表面張力は３３ｍＮ／ｍ、粘度は２．７ｍＰａ・ｓであ
った。
【０１０３】
＜インクセット３＞
インクセット１と同様にして下記４色のインクを得た。
－黒インク－
・表面処理顔料（Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－３００、キャボット社製）　４質量部
・スチレン－マレイン酸－マレイン酸ナトリウム共重合体　０．５質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　０．５質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　７０質量部
なお、この黒インクの表面張力は３２ｍＮ／ｍ、粘度は２．８ｍＰａ・ｓであった。
【０１０４】
－Ｃｙａｎインク－
・表面処理顔料（ＩＪＸ－２５３、キャボット社製）　４質量部
・スチレン－マレイン酸－マレイン酸ナトリウム共重合体　０．５質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　０．５質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　７０質量部
なお、このＣｙａｎインクの表面張力は３２ｍＮ／ｍ、粘度は２．５ｍＰａ・ｓであった
。
【０１０５】
－Ｍａｇｅｎｔａインク－
・表面処理顔料（ＩＪＸ－２６６、キャボット社製）　４質量部
・スチレン－マレイン酸－マレイン酸ナトリウム共重合体　０．５質量部
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・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　０．５質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　７０質量部
なお、このＭａｇｅｎｔａインクの表面張力は３３ｍＮ／ｍ、粘度は２．７ｍＰａ・ｓで
あった。
【０１０６】
－Ｙｅｌｌｏｗインク－
・表面処理顔料（ＩＪＸ－２７３、キャボット社製）　４質量部
・スチレン－マレイン酸－マレイン酸ナトリウム共重合体　０．５質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（サーフィノール４６５：日信化学社製）　０．５質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　７０質量部
なお、このＹｅｌｌｏｗインクの表面張力は３３ｍＮ／ｍ、粘度は２．７ｍＰａ・ｓであ
った。
【０１０７】
＜インクセット４＞
インクセット１と同様にして、下記４色のインクを得た。
－黒インク－
・表面処理顔料（Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－３００、キャボット社製）　４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（ＢＬ－２：日光ケミカル社製）　０．７質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　７０．３質量部
なお、この黒インクの表面張力は２２ｍＮ／ｍ、粘度は２．８ｍＰａ・ｓであった。
【０１０８】
－Ｃｙａｎインク－
・表面処理顔料（ＩＪＸ－２５３、キャボット社製）　４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（ＢＬ－２：日光ケミカル社製）　０．７質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　７０．３質量部
なお、このＣｙａｎインクの表面張力は２２ｍＮ／ｍ、粘度は２．５ｍＰａ・ｓであった
。
【０１０９】
－Ｍａｇｅｎｔａインク－
・表面処理顔料（ＩＪＸ－２６６、キャボット社製）　４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（ＢＬ－２：日光ケミカル社製）　０．７質量部
・尿素　５質量部
・イオン交換水　７０．３質量部
なお、このＭａｇｅｎｔａインクの表面張力は２２ｍＮ／ｍ、粘度は２．７ｍＰａ・ｓで
あった。
【０１１０】
－Ｙｅｌｌｏｗインク－
・表面処理顔料（ＩＪＸ－２７３、キャボット社製）　４質量部
・ジエチレングリコール　２０質量部
・界面活性剤（ＢＬ－２：日光ケミカル社製）　０．７質量部
・尿素　５質量部
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・イオン交換水　７０．３質量部
なお、このＹｅｌｌｏｗインクの表面張力は２２ｍＮ／ｍ、粘度は２．７ｍＰａ・ｓであ
った。
【０１１１】
次に本発明の実施例、比較例で使用する記録用紙を説明をする。
＜記録用紙１＞
濾水度が４８０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプと広葉樹クラフトパル
プからなるドライパルプとの割合を質量で７０対３０に配合したパルプ１００質量部に対
して、軽質炭酸カルシウム填料を１５質量部、カオリンを８質量部、アルキルケテンダイ
マー（ＡＫＤ）内添サイズ剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに、水９９質量部、
カチオン化澱粉（王子コーンスターチ（株）社製、エースＫ）１質量部からなる塗工液を
調整してサイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑化し、坪量が１００ｇ／
ｍ 2の記録用紙を得た。多価金属塩の塗布はなく、内部結合強さは０．０５Ｎ・ｍであっ
た。
【０１１２】
＜記録用紙２＞
濾水度が４８０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプと広葉樹クラフトパル
プからなるドライパルプとの割合を質量で７０対３０に配合したパルプ１００質量部に対
して、軽質炭酸カルシウム填料を１５質量部、カオリンを８質量部、アルキルケテンダイ
マー（ＡＫＤ）内添サイズ剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに水９４質量部、カ
チオン化澱粉（王子コーンスターチ（株）エースＫ）１質量部、塩化カルシウム５質量部
からなる塗工液を調整してサイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑化し、
塩化カルシウム塗布量が片面あたり１ｇ／ｍ 2で両面に塗布し、坪量が１００ｇ／ｍ 2の記
録用紙を得た。内部結合強さは０．０５Ｎ・ｍであった。
【０１１３】
＜記録用紙３＞
濾水度が４８０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプと広葉樹クラフトパル
プからなるドライパルプとの割合を質量で７０対３０に配合したパルプ１００質量部に対
して、軽質炭酸カルシウム填料を１５質量部、カオリンを８質量部、アルキルケテンダイ
マー（ＡＫＤ）内添サイズ剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに、水８９質量部、
カチオン化澱粉（王子コーンスターチ（株）  エースＫ）１質量部、塩化カルシウム１０
質量部からなる塗工液を調整してサイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑
化し、塩化カルシウム塗布量が片面あたり２ｇ／ｍ 2で両面に塗布し、坪量が１０２ｇ／
ｍ 2の記録用紙を得た。内部結合強さは０．０５Ｎ・ｍであった。
【０１１４】
＜記録用紙４＞
濾水度が４８０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプと広葉樹クラフトパル
プからなるドライパルプとの割合を質量で７０対３０に配合したパルプ１００質量部に対
して、軽質炭酸カルシウム填料を１５質量部、カオリンを８質量部、アルキルケテンダイ
マー（ＡＫＤ）内添サイズ剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに、水９４質量部、
カチオン化澱粉（王子コーンスターチ（株）  エースＫ）１質量部、塩化カルシウム５質
量部からなる塗工液を調整してサイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑化
し、塩化カルシウム塗布量が１ｇ／ｍ 2で両面に塗布し、坪量が７６ｇ／ｍ 2の記録用紙を
得た。内部結合強さは０．０６Ｎ・ｍであった。
【０１１５】
＜記録用紙５＞
濾水度が４８０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプと広葉樹クラフトパル
プからなるドライパルプとの割合を重量で７０対３０に配合したパルプ１００質量部に対
して、軽質炭酸カルシウム填料を１５質量部、カオリンを８質量部、アルキルケテンダイ
マー（ＡＫＤ）内添サイズ剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに水９４質量部、カ
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チオン化澱粉（王子コーンスターチ（株）エースＫ）１質量部、塩化カルシウム５質量部
からなる塗工液を調整してサイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑化し、
塩化カルシウム塗布量が片面あたり１ｇ／ｍ 2で両面に塗布し、坪量が６５ｇ／ｍ 2の記録
用紙を得た。内部結合強さは０．０６Ｎ・ｍであった。
【０１１６】
＜記録用紙６＞
濾水度が４８０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプと広葉樹クラフトパル
プからなるドライパルプとの割合を重量で７０対３０に配合したパルプ１００質量部に対
して、軽質炭酸カルシウム填料を１５質量部、カオリンを８質量部、アルキルケテンダイ
マー（ＡＫＤ）内添サイズ剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに水８９質量部、カ
チオン化澱粉（王子コーンスターチ（株）エースＫ）１質量部、塩化カルシウム１０質量
部からなる塗工液を調整してサイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑化し
、塩化カルシウム塗布量が片面あたり２ｇ／ｍ 2で両面に塗布し、坪量が５８ｇ／ｍ 2の記
録用紙を得た。内部結合強さは０．０６Ｎ・ｍであった。
【０１１７】
＜記録用紙７＞
濾水度が４７０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプと広葉樹クラフトパル
プからなるドライパルプとの割合を重量で８０対２０に配合したパルプ１００質量部に対
して、軽質炭酸カルシウム填料を１４質量部、カオリンを７質量部、アルキルケテンダイ
マー（ＡＫＤ）内添サイズ剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに水９４質量部、カ
チオン化澱粉（王子コーンスターチ（株）エースＫ）１質量部、塩化カルシウム５質量部
からなる塗工液を調整してサイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑化し、
塩化カルシウム塗布量が片面あたり１ｇ／ｍ 2で両面に塗布し、坪量が７６ｇ／ｍ 2の記録
用紙を得た。内部結合強さは０．１１Ｎ・ｍであった。
【０１１８】
＜記録用紙８＞
濾水度が４７０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプと広葉樹クラフトパル
プからなるドライパルプとの割合を重量で９０対１０に配合したパルプ１００質量部に対
して、軽質炭酸カルシウム填料を１５質量部、アルキルケテンダイマー（ＡＫＤ）内添サ
イズ剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに水９４質量部、カチオン化澱粉（王子コ
ーンスターチ（株）エースＫ）１質量部、塩化カルシウム５質量部からなる塗工液を調整
してサイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑化し、塩化カルシウム塗布量
が片面あたり１ｇ／ｍ 2で両面に塗布し、坪量が７６ｇ／ｍ 2の記録用紙を得た。内部結合
強さは０．１９Ｎ・ｍであった。
【０１１９】
＜記録用紙９＞
濾水度が４７０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプと広葉樹クラフトパル
プからなるドライパルプとの割合を重量で８０対２０に配合したパルプ１００質量部に対
して、軽質炭酸カルシウム填料を１４質量部、カオリンを７質量部、アルキルケテンダイ
マー（ＡＫＤ）内添サイズ剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに水９４質量部、カ
チオン化澱粉（王子コーンスターチ（株）エースＫ）１質量部、塩化カルシウム５質量部
からなる塗工液を調整してサイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑化し、
塩化カルシウム塗布量が片面あたり０．１ｇ／ｍ 2で両面に塗布し、坪量が６４ｇ／ｍ 2の
記録用紙を得た。内部結合強さは０．１０Ｎ・ｍであった。
【０１２０】
＜記録用紙１０＞
濾水度が４５０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプ１００質量部に対して
、軽質炭酸カルシウム填料を１０質量部、アルキルケテンダイマー（ＡＫＤ）内添サイズ
剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに水８９質量部、カチオン化澱粉（王子コーン
スターチ（株）  エースＫ）１質量部、塩化カルシウム１０質量部からなる塗工液を調整
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してサイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑化し、塩化カルシウム塗布量
が片面あたり２ｇ／ｍ 2で両面に塗布し、坪量が１０２ｇ／ｍ 2の記録用紙を得た。内部結
合強さは０．２９Ｎ・ｍであった。
【０１２１】
＜記録用紙１１＞
濾水度が４５０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプ１００質量部に対して
、軽質炭酸カルシウム填料を１０質量部、アルキルケテンダイマー（ＡＫＤ）内添サイズ
剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに水９４質量部、カチオン化澱粉（王子コーン
スターチ（株）エースＫ）１質量部、塩化カルシウム５質量部からなる塗工液を調整して
サイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑化し、塩化カルシウム塗布量が片
面あたり１ｇ／ｍ 2で両面に塗布し、坪量が７６ｇ／ｍ 2の記録用紙を得た。内部結合強さ
は０．３０Ｎ・ｍであった。
【０１２２】
＜記録用紙１２＞
濾水度が４５０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプ１００質量部に対して
、軽質炭酸カルシウム填料を１０質量部、アルキルケテンダイマー（ＡＫＤ）内添サイズ
剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに水９９質量部、カチオン化澱粉（王子コーン
スターチ（株）エースＫ）１質量部からなる塗工液を調整してサイズプレスを行い、キャ
レンダー仕上げを行って平滑化し、塩化カルシウム塗布はなし、坪量が５６ｇ／ｍ 2の記
録用紙を得た。内部結合強さは０．２９Ｎ・ｍであった。
【０１２３】
＜記録用紙１３＞
濾水度が４７０ｍｌになるよう叩解調整した広葉樹クラフトパルプと広葉樹クラフトパル
プからなるドライパルプとの割合を重量で８０対２０に配合したパルプ１００質量部に対
して、軽質炭酸カルシウム填料を１４質量部、カオリンを７質量部、アルキルケテンダイ
マー（ＡＫＤ）内添サイズ剤を０．１質量部配合して抄紙した。さらに水９４質量部、カ
チオン化澱粉（王子コーンスターチ（株）エースＫ）１質量部、塩化マグネシウム５質量
部からなる塗工液を調整してサイズプレスを行い、キャレンダー仕上げを行って平滑化し
、塩化マグネシウム塗布量が片面あたり１ｇ／ｍ 2で両面に塗布し、坪量が７６ｇ／ｍ 2の
記録用紙を得た。内部結合強さは０．１１Ｎ・ｍであった。
【０１２４】
（実施例１）
インクセット１と記録用紙９との組合せで、熱インクジェット記録装置にて印字を行い各
種評価を行った。印字は、２３℃、５５％ＲＨの環境において、インクジェット記録装置
として４個の記録ヘッドを備えたマルチパス印字の評価用ベンチを使用して行った。また
、ノズルピッチは８００ｄｐｉ、２５６ノズル、ドロップ量約１５ｐｌ、印字モードは片
側一括印字にて、ヘッドスキャンスピード約２８ｃｍ／秒として実施した。
以下、各種評価について説明する。
【０１２５】
－印字直後カール評価－
Ａ４サイズの記録用紙に、Ｃｙａｎ１００％のベタ画像を印字し、印字直後に発生する印
字側とは反対側の面に発生するカール発生量を測定した。測定は記録用紙の印字面を下側
に平置きし、４隅の高さをノギスで測定し平均値を求めることにより行った。評価基準は
以下の通りであり、◎、○が許容レベルである。
◎：１０ｍｍ未満
○：１０ｍｍ以上２０ｍｍ未満
△：２０ｍｍ以上３０ｍｍ未満
×：３０ｍｍ以上
【０１２６】
－印字直後波打ち評価－
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Ａ４サイズの記録用紙に、５ｃｍ×５ｃｍ角の２次色１００％のベタ画像（Ｂｌｕｅ）を
印字し、印字直後に発生する波打ちの最大高さをＣＣＤレーザー変位計（ＬＫ０３０、キ
ーエンス社製）にて測定した。評価基準は以下の通りであり、◎、○が許容レベルである
。
◎：１ｍｍ未満
○：１ｍｍ以上２ｍｍ未満
△：２ｍｍ以上３ｍｍ未満
×：３ｍｍ以上
【０１２７】
－放置乾燥後カール評価－
Ａ４サイズの記録用紙に、Ｃｙａｎ１００％のベタ画像を印字し、２３℃、５５％ＲＨの
環境に印字面を上に平置きに放置し、２４時間後に発生するカール発生量を測定した。測
定は記録用紙の印字面を下側に平置きし、４隅の高さをノギスで測定し、平均値を求める
ことにより行った。評価基準は以下の通りであり、◎、○が許容レベルである。
◎：１０ｍｍ未満
○：１０ｍｍ以上２０ｍｍ未満
△：２０ｍｍ以上３０ｍｍ未満
×：３０ｍｍ以上
【０１２８】
－放置乾燥後波打ち評価－
Ａ４サイズの記録用紙に、５ｃｍ×５ｃｍ角の２次色１００％のベタ画像（Ｂｌｕｅ）を
５箇所印字し、２３℃、５５％ＲＨの環境に印字面を上に平置きに放置し、２４時間後に
発生する波打ち状態を目視にて評価した。評価基準は以下の通りであり、◎、○が許容レ
ベルである。
◎：波打ちなし
○：波打ちは少しあるが許容できる
△：波打ちの発生が気になる
×：波打ちが大きく発生
【０１２９】
－発色性評価－
印字後１日経過後のＣｙａｎ、Ｍａｇｅｎｔａ、Ｙｅｌｌｏｗ、Ｒｅｄ、Ｇｒｅｅｎ、Ｂ
ｌｕｅの各カラーソリッドパッチ部の濃度を、Ｘ－Ｒｉｔｅ９３８（Ｘ－Ｒｉｔｅ社製）
によりＤ５０光源２度視野にてＬ＊ａ＊ｂ＊を測定し、色再現領域を計算して以下のよう
に評価した。
◎：色再現領域が９０００以上。
○：色再現領域が８０００以上９０００未満
△：色再現領域が７０００以上８０００未満
×：色再現領域が７０００未満
【０１３０】
－混色にじみ評価－
黒インク及びカラーインクを２ｃｍ×２ｃｍ角のパッチとしてそれぞれ接するように印字
した。評価は接した印字物の混色を以下の基準で官能評価した。
◎：全く混色していない
○：混色がやや発生しているが気にならない。実用上問題はない。
△：混色が発生しやや気になる。実用上問題がある。
×：混色が発生し気になり許容できない
【０１３１】
－文字にじみ評価－
フォントサイズ８ポイントの文字を、黒インクとＣｙａｎインクとにより印字した。印字
品質については、以下の基準により目視試験を行った。
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◎：漢字、ひらがな全てに滲みが全く観察されない。
○：漢字、ひらがなの極一部に滲みが観察される。実用上問題はない。
△：漢字、ひらがなの一部に滲みが観察される。実用上問題がある。
×：漢字、ひらがなに滲みが観察される。
【０１３２】
－両面印字評価－
Ａ４サイズの記録用紙に、Ｃｙａｎ１００％のベタ画像を片面印字排出直後に記録用紙を
反対にセットし、反対面にＣｙａｎ１００％のベタ画像を印字し、印字された記録紙を以
下の基準により目視試験を行った。
◎：ヘッドとの擦れ跡は全くなく、用紙の波打ちも目立たない
○：ヘッドとの擦れ跡は全くないが、用紙の波打ちがやや目立つ。実用上問題ない。
△：ヘッドとの擦れ跡が発生し、用紙の波打ちも目立つ。実用上問題がある。
×：ヘッドとの擦れ跡が大きく発生し、用紙の波打ちも目立つ。実用上問題がある。
以上の結果をまとめて表２に示す。
【０１３３】
（実施例２～８及び比較例１～７）
表１に示すインクと記録用紙との各組み合わせについて、実施例１と同様の評価を行った
。
各実施例、比較例の結果を、まとめて表２に示す。
【０１３４】
【表１】
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【０１３５】
【表２】
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【０１３６】
表２に示すように、実施例の本発明のインクジェット記録方法により記録を行った場合に
は、画質が良好であるだけでなく、印字後のカール及び波打ち、さらには放置後のカール
及び波打ちに関しても実用上問題は発生しなかった。
一方、比較例のインクジェット記録方法では、画質及び／またはカール・波打ちに何らか
の問題が発生した。
【０１３７】
【発明の効果】
本発明によれば、インクジェット記録方式によって印刷した時のドキュメントとして発色
性が高く、色間にじみ、黒色及びカラー文字にじみを少くし、かつ、印字直後に発生する
カール、波打ち改善による両面印字適性を持たせ、さらに放置乾燥後に発生するカール、
波打ちを改善するインクジェット記録方法を提供することができる。
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